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 責任者 

青山剛史, 航空技術部門数値解析技術研究ユニット 
 

 問い合せ先 

山本姫子(himeko@toki.waseda.jp) 
 

 メンバ 

山本 姫子 
 

 事業概要 

環境適合性の高い航空機エンジン用燃焼器の開発に向けて, 実用的な計算コストで圧力伝播や化学
反応を再現できる燃焼数値計算手法の開発を行った. また, 本計算手法の妥当性を評価するため, DLR
スクラムジェットエンジン試験燃焼器を対象とした数値解析を実施した. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

燃焼数値計算手法の開発・検証計算に取り組む上で, スパコンの利用が必要となる. 
 

 今年度の成果 

Tabulated chemistry に基づく計算手法の一つである, Laminar flamelet モデルは燃焼数値計算の困難
性の低減に有効である. しかし, 近年提案された圧縮性流れを対象とする圧縮性 Flamelet モデルは, 
Flameletテーブルや圧力算出過程の複雑化に関連した計算性能の問題がある. 従来の定式化(form0)お
よび Flamelet テーブルに線形補間(Lerp)を用いる, 圧縮性 Flamelet モデルの従来方法(form0-lerp)の
これらの問題に対処するため, 二つの定式化(form1, form2)を提案した. form1 は各化学種質量分率の
空間勾配計算を効率化する利点がある. form2 は化学種数に依存する計算手順を排除する利点がある. 
また, これらの定式化との相乗効果を生む人工ニューラルネットワーク(ANN)の活用方法を提案した. 
さらに, 特に効果の高い二つの提案方法, form2-lerpおよび form2-annを評価するため, DLRスクラム
ジェットエンジン試験燃焼器(図 1)に基づく数値シミュレーションを実施した(図 2, 図 3). 
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図 スクラムジェットエンジン試験燃焼器

図 速度分布 実験

図 温度分布 実験
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成果の公表

査読付き論文
山本姫子 豊永塁 小松湧介 樺山昂生 溝渕泰寛 佐藤哲也

ジャーナル アメリカ航空宇宙学会 掲載決定

利用状況

⚫ 計算情報

⚫ 利用量

総資源に占める利用割合※ ：

内訳
計算資源

計算システム名 コア時間 コア・ 資源の利用割合※

ファイルシステム資源
ファイルシステム名 ストレージ割当量 資源の利用割合※

アーカイバ資源
アーカイバシステム名 利用量 資源の利用割合※

※ 総資源に占める利用割合： つの資源 計算ファイルシステムアーカイバ の利用割合の加重平均
※ 資源の利用割合：対象資源一年間の総利用量に対する利用割合

プロセス並列手法
スレッド並列手法 非該当
プロセス並列数
１ケースあたりの経過時間 時間
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